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皆さんに親しまれる施設になることを願って 
（仮称）深谷市こども館の愛称を募集します！ 

 
■ 概要 

深谷市では、令和８年４月のオープンを目指して、県内最大級の子
育て拠点施設であるこども館を建設しています。 
こども館は、『いつでも 遊べる 学べる 子育てパーク』を基本コン

セプトに、０歳から１８歳のこどもたちが安心して遊び・学ぶことが
でき、保護者同士が交流し相談できる場となります。 
こどもたちの健全育成や子育てを支える拠点として、利用者であ

るこどもたちや保護者をはじめ、市民の皆さんから親しまれ、愛着を
持ってもらえる施設になるよう、こども館の愛称を募集します。 

 

■ （仮称）深谷市こども館の愛称募集 

・応募資格 市内在住者 ※１８歳未満は保護者の同意が必要 

・応募期間 ４月１日（火）～３０日（水） 

・応募要件 施設の機能・特徴などを踏まえ、わかりやすく親しみや

すい愛称であること 

・応募方法 インターネットの応募フォームから電子申請 

      ※応募は１人１点まで 

 

■ 採用作品の選定・結果発表 

・選  定 選定委員会で優れた作品を絞り込み、市内小・中学生に

よる投票を実施し、その結果をふまえて選定委員会で

最終候補を選定 

・結果発表 ８月下旬以降に発表（予定）。採用者には、記念品とし

て深谷市地域通貨ネギー３０，０００円分を贈呈 

 

■ （仮称）深谷市こども館概要 

建 設 地 仲町５３６－１ほか７筆（深谷市産業会館跡地） 

敷 地 面 積 約６，０００㎡（併設する幼稚園を含む。） 

建物床面積 こども館：約３，２００㎡、幼稚園：約１，４００㎡、

給食場：約３００㎡ 

※今回の愛称募集の対象施設は、こども館のみであり、公立幼稚園は

含みません 

 

■ 問い合わせ先 

深谷市こども未来部 こども青少年課 ☎048‐574‐6646 
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（株）セブン‐イレブン・ジャパン、NPO法人イエローハーツ、深谷市で 
『フードドライブ実施に関する合意書』を締結 

 
■ 概要 
フードドライブとは、家庭で余っている食品を集め、食品を必要と

されるかたやこども食堂などに寄付する活動です。 

深谷市では、子育て支援やこどもの居場所づくりの推進を目的と
して、株式会社セブン‐イレブン・ジャパンおよび NPO 法人イエロ
ーハーツと、『フードドライブ実施に関する合意書』を締結しました。 
なお、今回の合意書締結は、平成２８年に締結した、深谷市と株式

会社セブン‐イレブン・ジャパンとの包括連携協定に基づき行った
ものです。セブン‐イレブン店舗でのフードドライブ実施は県内で
７番目となります。 
 
■ 合意書の締結日 
３月２１日に調印式を開催 

 
■ 合意書の内容 
・市内のセブン‐イレブンの一部店舗（２１店舗）に回収ボックスを
設置し、店舗を訪れたかたから、未使用の食品の寄付を受け付ける 

・寄付された食品を、NPO 法人イエローハーツをはじめとする、市
内のこども食堂およびフードパントリー（７団体）が回収し、必要
としている方々に届ける 

・市は周知活動などの支援を行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 回収ボックス設置開始日および設置店舗 
・設置開始日：３月２１日 
・設置店舗：市ホームページに掲載 
 
■ 問い合わせ先 
深谷市こども未来部 こども青少年課 ☎048‐574‐6646 

▲市ホームページ 

 

◀ 

▲回収ボックス 

調印式の集合写真 
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渋沢栄一翁ゆかりの地を周遊する国内最長レベルの自動運転バスを運行 

県内初！コミュニティバスの定時定路線に自動運転を導入します 

 

■概要 

深谷市では、令和５年６月に、埼玉工業大学を始めとした７つの事業者

と『深谷自動運転実装コンソーシアム』を結成し、運転手不足などの市内

公共交通の課題解決を目指す取り組みを推進しています。 

この取り組みの一環として、４月から、深谷市コミュニティバス『くる

リン』（以下、『くるリン』）に、県内初となる自動運転バスを導入しま

す。将来的には、この自動運転バスによる『自

動運転レベル４』での運行実現を目指します。 

また、同時に『くるリン』定時定路線の運行

を再編し、『地域の足』としての利便性向上を

図るとともに、新１万円札の肖像である渋沢栄

一翁のふるさとを訪れる観光客の増加に伴う

観光ニーズに対応するため、『北部シャトル便

＋周遊便』を創設します。 

 

■自動運転の導入ルート『北部シャトル便＋周遊便』 

『くるリン』は現在、４路線の定時定路線と事前に日時とバス停を予約

するデマンドバスを運行しています。今回、自動運転を導入するのは、定

時定路線の中でも、『北部シャトル便＋周遊便』として渋沢栄一翁生誕地

を周遊する『周遊便』コースです。 

コースは、ＪＲ深谷駅北口を起終点とする全長約３７㎞で、営業運行の

自動運転バスとしては、国内最長レベルの長距離運行となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲『くるリン』定時定路線『北部シャ
トル便＋周遊便』で使用する車両 

３ 

＜北部シャトル便＋周遊便 運行コース＞ 

３ 



 

■『地産地消』の自動運転技術の導入  

運行に使用する車両は、市内にある埼玉工業大学が、『くるリン』のた

めに新たに構築した、地産地消の自動運転バス（全長約９ｍ）で、深谷自

動運転実装コンソーシアムの協力により、導入します。 

当面の間は、自動運転の実施日や走行区間を限定して、運転手のいる『自

動運転レベル２』で運行を行い、段階的に自動運転区間を増やして全線で

の自動運転を実現していきます。将来的には、運転手が車

内にいない状態でも運転可能な『自動運転レベル４』の運

行実現を目指します。  

また、本路線の運行は、深谷観光バス株式会社が担当し、

具体的な運行情報は、市ホームページ内の自動運転運行カ

レンダーで、随時お知らせしていきます。 

 

※埼玉工業大学による自動運転バスの開発 

埼玉工業大学は全国に先駆けて２０１７年から市内の公道での実証実

験を開始し、その後、全国各地の公道での実証実験に参加してきました。 

本車両はその経験を活かして、埼玉工業大学により開発された『地産地

消』の自動運転バスで、ISUZU エルガミオをベースにして『自動運転レベ

ル４』への対応を目指した先進的な車両です。 

全長９．１２ｍ、幅２．４２ｍ、高さ３．３５ｍ、定員５３人、５．１９ℓ

ディーゼル車で、『自動運転レベル４』対応を目指したセンサーやカメラな

どを装備し、自動運転システム用のオープンソフトウェア Autoware
オートウェア

＊を採

用しています。 

＊Autowareは、The Autoware Foundationの登録商標です。 

 

■ 問い合わせ先 

深谷市都市整備部 都市計画課市街地整備係（担当：荒谷、飯野、真下） 

☎048‐574‐6654 

▲市ホームページ 

４ 





さらなる市民サービスの向上を目指して 
『書かない窓口』拡大！新たに２６の手続きを導入 

 

■ 概要 

深谷市では、令和２年７月の新庁舎オープンから、来庁者が複雑な

申請書を作成する必要がない、『書かない窓口』を導入し、市民サー

ビスの向上と職員の業務効率化を図っています。導入により、住民票

などの各種証明書発行の平均時間が、２０分から６分に短縮され、転

居などの住民異動届の平均時間は、４５分から１３分に短縮されま

した。 

このたび、こうした効果をより一層広げるため、４月１日（火）か

ら新たに、転入とおくやみ（死亡に伴う関連手続き）に関する２６の

手続きに『書かない窓口』を導入します。 

 

■ 『書かない窓口』対象手続き 

とき 導入内容 導入手続き総数 

令和２年７月２７日～ ・住民票、戸籍謄本などの

各種証明書の発行 

・住民異動届（転入・転出・

転居・世帯変更） 

など 

５課６８手続き 

令和７年４月１日（火）～ 

※３月１９日から 

試験運用を実施中 

 

 

・転入（後期高齢者医療被

保険者関係事項証明書

など） 

・おくやみ（相続人代表者

指定届など死亡に伴う

関連手続き） 

８課９４手続き 

※市役所本庁舎１階

窓口の２６手続き

を追加 

 

■ 『書かない窓口』導入効果 

来庁者 
複雑な申請書を自ら作成する必要がなくなり、負担軽減が図ら

れるとともに、申請書類の作成時間が短縮されます。 

職 員 
来庁者への聞き取りにより、申請書を職員が作成することで、

申請内容を本人に再確認する事務などが減少します。 

 

■ 今後の導入予定 

ライフイベント（転入、転居、転出、結婚、離婚、出生、おくやみ）

に伴い必要となる手続きに、順次拡大予定です。 

 

■ 問い合わせ先 

深谷市企画財政部 企画課 ☎048‐574‐8096 

４ 
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